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序

陸奥国分寺跡は最北の地の国分寺として知られ、大正11年 (1922)に国

史跡に指定されています。昭和30～34年の学術調査によって、主要伽藍が

解明されましたが、その後も整備のための調査を断続的ではありますが続

けてきました。平成18年度からは史跡公園として整備するため、継続的に

発掘調査を実施していくこととなりました。今年度は第 2年次にあたりま

すが、昨年度に引き続いて伽藍地南辺と寺地の北東部において調査を実施

しました。

南辺築地塀については西部や東部の数地点で残存状況を確認し、正確な

位置を求めることができました。また、南大門跡と築地塀との関係も明確

となりました。北部の調査では初めて掘立柱建物跡を発見しました。昨年

度は堅穴住居跡を発見していることから、寺の内部における機能の違いを

解明していく手がかりを得たと考えております。

現在は歴史公園としての整備が待ち望まれており、今後の調査成果もお

おいに期待されるところとなっております。

本書はこの陸奥国分寺跡の範囲確認調査の他に、「仙台平野の遺跡群」に

対応した調査として、個人住宅建設に伴う砂押古墳の発掘調査成果の概要

をまとめたものです。砂押古墳の調査では箱式石棺と礫棒卜の 2種類の埋葬

施設が良好な状態で残存していることを確認し、大きな成果を挙げること

ができました。

平成20年 3月

仙台市教育委員会

教育長 荒 井 出
ボ



例  言
1.本書は国庫補助事業による、仙台平野の遺跡群に係わる平成19年度範囲確認調査の概報である。

本書の内容は既に公開されている現地説明会資料や各種の発表会資料に優先する。

2.本概報は調査速報を目的としている。執筆は第 1・ 2・ 4章を平間亮輔、第 3章を長島柴―が行ない、編集は

平間亮輔が行なった。遺物観察表 。遺構註記表作成、遺物写真撮影は齋藤義彦が担当した。

3.本調査に係わる出土遺物、実測図、写真などの遺物は仙台市教育委員会が保管している。

例

1.陸奥国分寺跡の平面図に示した座標系は、平面直角座標系X(旧測地系)である。

2.文中および図中の方位は真北を基準としている。

3.遺構の略称は次のとおりである。陸奥国分寺跡の遺構番号は平成18年度に付けた番号の続きとし、今後は継続

した通し番号を付けることとした。

SA:柱列などの塀跡  SB:建 物跡  SD:溝 跡  SE:井 戸跡  SF:築 地跡  SI:竪穴住居跡

SK:土坑  SX:そ の他の遺構  P:ピ ット、小柱穴

4.遺物の略号は次のとおりで、陸奥国分寺跡の登録番号は各調査次数における番号である。

A:縄文土器  B:弥 生土器  C:土 師器 (非ロクロ調整)  D:土 師器 (ロ クロ調整)

E:須恵器   F:丸 瓦・軒丸瓦  G:平 瓦・軒平瓦     H:そ の他の瓦

Ia:土師質土器  Ib:瓦質土器  Ic i陶器   J:磁 器  K:石 器・石製品   L:木 製品

Na:鉄製品  Nb i非鉄金属製品  P:土 製品

5.土色については「新版標準土色帳」 (小山・竹原1997)を使用した。

6.遺物実測図の網点は黒色処理を示している。

7.表中の ( )が付いた数字は図上復元した推定値である。

8.第 1図 遺跡位置図は、国土地理院、平成17年 12月 1日発行の数値地図25000「 仙台」を使用した。
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I.仙台平野の遺跡群の調査体制

第 1章 はじめに
I.仙台平野の遺跡群の調査体制

調査主体 仙台市教育委員会

調査担当

文化財課  課長 田中則和

整備活用係 係長 吉岡恭平、主査 高橋敏明、主任 平間亮輔、主事 宮田晋、文化財教諭 齋藤義彦

調査係   主任 長島柴一、文化財教諭 藤田雄介

調査担当職員

陸奥国分寺跡 整備活用係 主任 平間亮輔、文化財教諭 齋藤義彦

砂押古墳   調査係 主任 長島柴一、文化財教諭 藤田雄介

発掘調査、整理作業を適正に実施するため、「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会Jに よる指導・助言を

受けた。

委 員 長 工藤 雅樹 (福島大学名誉教授 考古学)

副委員長 今泉 隆雄 (東北大学大学院教授 古代史 )

委  員 岡田 茂弘 (国立歴史民俗博物館名誉教授 考古学 )

桑原 滋郎 (多賀城市文化財保護委員会会長 考古学)

進藤 秋輝 (東北歴史博物館館長 考古学)

須藤  隆 (東北大学名誉教授 考古学 )

宮本長二郎 (別府大学非常勤客員教授 建築学 )

渡部 育子 (秋田大学教授 古代史 )

発掘調査にあたり次の方からご協力をいただいた。

(地権者)中 村  望

Ⅱ。仙台平野の遺跡群の調査計画と実績

1.調査計画
陸奥国分寺跡の調査計画については平成19年 2月 8日 に開催された郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会に

おいて審議がなされ、了承されたものである。

陸奥国分寺跡の公有化はかなり進展し、これまで未調査部分が多かつた主要伽藍以北についても広い面積の発掘

調査が可能な状況となってきている。史跡全体の整備に向けて次なる展開を行うべき段階に至ったと判断される。

整備に当たっては、寺院の全体像の把握と、遺構の残存状況を確認することが必要である。そのためには大部分が

未調査となっている北半部の発掘調査と昭和30年代の調査をはじめとする過去の成果を補足するための再発掘調査

を実施し、その成果を基に整備計画を策定することとした。調査は平成18年度から開始しているので、今年度はそ

の 2年次にあたる。

これらは国庫補助事業である『市内遺跡発掘調査』で実施するものであるが、この中には個人住宅建設に伴う発

掘調査も含まれており、これらは「仙台平野の追跡群」として包括されるものである。

郡山遺跡ほかの発掘調査総経費は13,690,000円 、国庫補助金額6母傷,000円 の予算で計画したが、これを郡山遺跡発



第 1章 はじめに

掘調査に2,9∝,000円 、陸奥国分寺跡発掘調査に6,760,000円 、個人住宅対応 としたその他の仙台平野の遺跡群に

■0斃,000円 として配分した。これによって、以下のような発掘調査実施計画を立案した。

2.調査実績
上記の発掘調査とは別に、個人住宅建設等に伴う砂押古墳の調査を実施しているので、この陸奥国分寺跡と砂押

古墳の調査結果を本書として刊行することとした。なお、郡山遺跡については範囲確認調査 1件 と、仙台平野の遺

跡群として対応した個人住宅建設等に伴う調査 6件を実施したが、これらはすべて『イ山台市文化財調査報告書第327

集 郡山遺跡28』 として刊行することとした。

第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査
方法I。 調査の経過と

1.調 査 経 過

陸奥国分寺跡は若林区木ノ下に所在する。大正11年 (1鋭2)イこ国史跡となり、昭和30年から34年 にかけて実施さ

れた学術調査により主要伽藍の概要が明らかとされている。その後昭和T年からは史跡公園として整備するため断

続的に調査が行われてきたが、昨年度からは新たに継続的な調査が再開されている。

なお、約50年間にわたって複数地点で実施された調査地点を整理するため、昭和30年の学術調査に遡つて調査次

数を付けることとした (表 3、 第 2図 )。 今年度の調査は第28次 にあたり、昨年度に続いて伽藍地南辺と北部の状

況を明らかにすることを主要な目的とした。

調査は北部から開始した。 5月 8日 に重機によって 6・ 7区の表土除去を開始し、翌日から精査を開始した。 6

区では掘立柱建物跡が確認され、精査が進んだ段階で調査区を拡張する必要性が認められた。 5月 29～ 31日 にはわH

藍地南辺の 1～ 5区の表土除去作業と6区北半部と7区の埋め戻しを行い、その後 6区南半部を拡張した。その後

は各区を併行して精査を進め、南辺西部の 3区の調査を終了して東部の 4区に移動したのは 6月 20日 である。 7月

17日 イこ「郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委員会」による現地指導を受け、 7月 26日 に報道発表、 7月 努日 (土 )

に現地説明会を実施し、 8月 7日 にはすべての調査を終了した。残った調査区の埋め戻しと整地作業は 8月 7～ 9

日に行った。なお、4区と 5区の築地塀跡上面は山砂で覆い、6区のSB57の半裁した柱穴には土裏袋を入れて保護

した。

各区の調査面積と調査日程は以下のとおりである。

1区  84�  5月 29日 ～ 6月 11日 、 2区  50∬  5月 29日 ～ 6月 18日 、 3区  50∬  5月 29日 ～ 6月 20日

4区  50111 5月 30日 ～ 8月 3日 、 5区  200�  5月 30日 ～ 8月 7日 、 6区  168∬  5月 8日 ～ 8月 2日

7区  100�  5月 8日 ～ 5月 22日

遺跡名・調査次数 調査地区 調査予定面積 調査予定期間 調査原因

陸奥国分寺跡第28次 伽藍地南辺西部、れΠ藍地南辺東部、寺地北東部 670111 5月 ～ 8月 範囲確認

表 1 19年度仙台平野の遺跡群発掘調査計画

調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応

陸奥国分寺跡第努次
幼H藍地南辺西部、初I藍地南

辺東部、寺地北東部
702111 5月 8日 ～ 8月 9日 範囲確認 仙台平野の遺跡群

砂押古墳 墳丘部 200111 7月 9日 ～ 8月 10日 個人住宅建築 仙台平野の遺跡群

表 2 19年度仙台平野の還跡群発掘調査実績 (本書に係わる調査 )



I.調査の経過と方法

2.調 査方法

(1)調査方法

伽藍地の南辺西部に1～ 3区、南辺東部に4・ 5区、寺地北東部に6・ 7区を設定して調査を開始した。このう

ち 1区は予定よりやや縮小し、6区は調査中に拡張した。

重機で盛土層と旧表土層を除去し、その直下層上面で精査を行つた。なお、遺構は完掘せずに保存することを前

提とし、基本的に土坑や柱穴などは半裁までに留めることとしている。

遺構実測のための基準杭は調査区の方向に合わせて設定し、後にこの座標値を測量する方法をとった。平面図は

基準杭を基に簡易遣り方を組んで 1/20で作成した。断面図も1/20で作成している。写真は35mmモノクロフィルム

とリバーサルフィルムを一眼レフカメラで撮影し、補助的にデジタルカメラでも撮影した。

(2)基本層序

調査区が広範囲なため、 1～ 7区まで全区に共通する基本層序を把握することは困難であるが、盛土層下は概ね

以下のように分けられる。なお、各区における基本層序は、必要に応じて後述する。

I。 現代の表土層で暗褐色シルト～粘土質シルト層。

Ⅱ。旧耕作土で、暗褐色や黒褐色のシルト層。

Ⅲ。旧表土と推定される黒褐色の粘土層。

Ⅳ.褐色の粘土層で、上面が遺構確認面である。

孝圏|
R

:

1.陸奥国分寺跡  2.陸 奥国分尼寺跡
第 1図 遺跡位置図

園

饉

国

霊



第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査

血 年度 調査期間
調査

面積
調査原因 調査箇所 調査主体 調査内容 文献

1

8月 12日 ヘヤ

9月 5日
第1次 伽藍中心部

陸奥国分

寺跡発掘

調査委員

会

金堂・廻廊・塔を確認

2
8月 1日 ～

8月 25日
第2次 伽藍中心部～北部

講堂跡 。中門跡・廻廊跡 。南大門跡・

鐘楼跡・経楼跡・軒廊跡 。僧坊の一部

を確認

3 S32
8月 1日 ～

8月 30日
第3次

伽藍中心部～北部・西

吉隅

僧坊跡・塔跡・塔廻廊跡・塔北瓦溜を

確認

4 S33
8月 H日 ―ヤ

8月 25日
第4次

狗H藍中心部・東部・北

西部

塔・塔廻廊跡 。東門跡・僧坊西建物の

一部を権認

5
8月 1日 ～

8月 31日
第5次

伽藍北東部・北西部・

西辺・北辺

僧坊西建物跡・僧坊東建物跡 。西辺上

の柱列 (寄柱 ?)・講堂根石を確認、北
コは確認できず

6
4月 1日 ～

4月 10日

現状変更事前調査

(仙台鉄道教習所)
東門北東側、寺地北東

吉日

宮城県

薮参

東門の北東部で東辺 (?)の 溝跡を確
認、寺地北東部では北辺は確認できず

7
48年 2月 15日

～3月 5日
環境整備 (第 1次)1～
4ト レンチ

塔院回廊 (北東・北西・

南西コーナー、南辺中

央部)

仙台市

教委

塔院回廊周辺で整地層 (?)を 確認、
回廊基壇は確認できず

2

8
12月 10日 ～

49年 1月 31日
240
環境整備 (第2次)A～
E区

塔院回廊 (西辺中央部)

僧坊跡、南辺築地東部

仙台市

教委

塔院回廊跡の根石を確認、僧坊跡基壇

と雨落溝、根石を確認、南辺築地跡と

北側に並行する溝跡を確認

3

9
7月 8日 ～

8月 7日
環境整備 (第3次 )

中門跡と廻廊、金堂跡、

回廊跡、僧坊跡

仙台市

教委

中門跡と廻廊の整地層と根石確認、金

堂跡基壇と廻廊基壇確認、僧坊跡基壇

と根石・掘立柱 (?)確認
4

S50
6月 12日 ～

8月 2日

現状変更事前調査 (聖

和学園校舎、 トイレ、
下水管理設)F～ H区

伽藍地南西外側
仙台市

教委

南辺築地掘込地業と南辺の溝跡を確認、

平安後期遺構の掘立柱建物跡H棟など
を確認

5

11 S53
5月 18日 ～

6月 13日

現 状変更事 前調査

(共同住宅)I区  (個人
住宅)J区

伽藍地東辺南部、初H藍

地南東外側

仙台市

教委

東辺では築地を確認できず、南東部で

は土坑・溝・ピットなどを確認
6

12
7月 23日 ～

8月 23日

現 状変更事 前調査

(位牌堂)1～ 3ト レンチ

伽藍地西部、准砥観音

堂北側

仙台市

教委
灰白以降の基壇と根石を確認

13 S54
6月 H日 ～

8月 3日

現状変更事前調査

(聖和学園校舎)
伽藍地南西外側

仙台市
効 参

ピット・溝・土坑を確認、撹乱が多い 7

14
3月 24日 ～

3月 28日

現状変更事前調査

(道路舗装)北 トレン
チ・南 トレンチ

伽藍地西辺中央部
仙台市

教委

築

認

版

確
(西辺築地 ?)。 柱列 (寄柱 ?)を

9

15
7月 8日 ～

9月 19日
環境整備 (第4次 ) 東門跡

仙台市

教委

東門基壇・築地塀掘込地業・寄柱 。東

辺の溝跡を確認

S56
10月 23日 ～

24日

現状変更事前調査

(個人住宅)
東門跡南東部 (外側)

仙台市

教委
撹乱 11

17

S57

7月 22日 ～

8月 11日

現状変更事前調査

(共同住宅)L-1～ 3ト
レンチ

伽藍地西辺中央部
仙台市

教委
西辺の溝跡を確認

12

11月

"日
～

12月 2日

現状変更事前調査

(共同住宅)M区 伽藍地東辺南部 (外側)
仙台市
封 恭

南北方向の溝跡、土坑、柱痕跡を有す

るピットなどを確認

9月 26日 ～

11月 15日
環境整備 (第5次 ) 南大門東側築地跡

仙台市

教委
南辺築地と南辺の溝跡を確認 14

6月 6日 ～

6月 11日
15
現状変更事前調査

(個人住宅)
伽藍地南東外側

仙台市

教委
撹乱 15

2〕

S62

7月 9日 ～

8月 27日
242 範囲確認 伽藍地西辺

仙台市
劾 参

西辺の溝跡を確認

10月 26日 ―

12月 22日
範囲確認 切H藍地東辺

仙台市

教委
東辺 (?)の溝跡を確認

Hl
11月 17日 ～

12月

"日

範囲確認 初H藍地南東部
仙台市

教委
土坑うなど 17

H16
12月 13日 ～

12月 27日

現 状変更事前調査

(木ノ下こ道橋)
伽藍地南東外側

仙台市
劾 泰

基本層削平、撹乱

H17 6月 29日 立会い (市営AP解体 ) 北西部
仙台市

教委
柱穴 3、 土坑、溝、ピットなど

H17
H月 15日 ～

12月 2日
範囲確認 南大門跡、仁王門礎石

仙台市

教委
南大門跡掘込地業・根石を確認

H18
5月 23日 ～

8月 H日
範囲確認 1～6区 伽藍地南辺西部、北部

仙台市

教委

南辺築地。溝跡、僧坊北側で柱列 (?)
土取六、北東部で竪六住居跡、北部で
苗両ナ由の送蘇歩確諏

表 3 陸奥国分寺跡調査一覧
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Ⅱ.1区の調査

Y=6270m

|

第 2章 陸奥国分寺FVA 第28次調査

X=-194555m

X=-194565m

1.調査の概要
1区は伽藍地の推定南西コーナーに設

定し、築地塀跡と南辺溝跡の南西隅の検

出を目的としていた。当初は東西 8m×

南北15mに設定したが、盛土が予想以上

に深かったため面積を予定よりもやや狭

め、84∬ とした。現地表から約130cm下、

標高約14.7mの深さまで掘り下げたが、盛

土下面に到達できず、基本層を確認でき

なかった。隣接する 2区の遺構確認面の

標高は15.7mで あることから、これよりも

lm下で遺構が残存している可能性は皆

無と判断し、調査を終了した。

Ⅲ.2区の調査
1.調査の概要
2区は 1区 と昨年度の 1区 との中間に

設定し、築地塀跡と南辺溝跡の検出を目

的とした。大きさは東西 5m×南北10m

である。現地表から約60cm下で築地塀の

掘り込み地業跡、南辺溝跡、土坑を確認

したが、調査区南部と西半部は撹乱のた

め遺構は残存していない。

2.基本層序
盛土層下で確認した基本層は I・ Ⅲ・

Ⅳ層である。遺構はⅣ層上面で確認した

が、調査区西壁の観察では南辺溝弥SD l

はⅢ層上面から掘り込まれ、築地塀の崩

落土がⅢ層上に乗っていることを確認し

ている。

3.遺構と遺物
築地塀の掘り込み地業跡であるSFも、

伽藍地南辺の溝跡であるSD lは昨年度

調査の 1区で確認された遺構の延長部分

と判断されるため同じ番号を付けている。

新たに確認されたのはSK47・ 48である。

|

0                            5m

第 3図  1区平面図
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SF45築地塀跡 築地塀本体は削平されて遺存しないが、基礎

Ⅲ 2区の調査

SDl溝跡 調査区中央を東西方向に延びている。

東壁際にトレンチを入れて断面を観察したが、底面ま

では掘り下げずに堆積土途中で留めている。上幅は

1,95mで断面形は逆台形に近い。昨年度の 1区で確認

したSD lの東端との方向はE-4° 37′一Nとなる。確認

した長さは13mである。堆積土は粘土を主体とする自

然堆積層で、上層には灰白色火山灰ブロックが少量含

まれる。この溝跡は築地塀に平行して外側を巡る溝跡

であり、溝跡の北側の肩と、築地塀の掘り込み地業跡の

南側の推定線までの間隔は約26mである。

だ
1660m

9                 2m

Y=+6293m

|

ｍ＋

―
―
―
―

〓Ｙ

X=-194555m

X=-194560m

SF45

Ｄ

ｏ

層  位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

A 10YR∽ 暗褐色 粘土 築地塀崩落土と推定、黒褐色粘土ブロック (径 5mm)、  暗褐色粘土ブロック (径 5～20mm)少 量

1 ЮYR2お  黒褐色 粘土
硬く叩き締められている、黒褐色粘土ブロック少量、暗褐色粘土ブロック多量、

※粘土ブロックは厚5～ 15mm程度の横につぶれた状態

2 10YR閉 黒褐色 粘 土
硬く叩き締められている、黒褐色粘土ブロック (径 10～ 3011m)少 量、暗褐色粘土ブロック (径 30～ 50mm)多 量、
×粘土ブロックは 1層ほどつぶれてはいない

① 10YR鍋 暗褐色 粘 土質 ンル ト 木炭粒微量、褐色粘土粒微量

② 10YR% 暗褐色 粘 士 褐色粘土ブロック (径 2～5mm)少 量、木炭粒微量
③ 10YR3お  F音褐色 粘士 褐色粘土粒微量、木炭粒微量

④ 10YR4る  にぶい黄褐色 粘■ 灰自ブロック (径 10～ 30mm)少 量

⑤ 10YR4お  にぶい黄褐色 粘 土

⑥ 10YR3お  ,音iBl徹 粘土

第 4図  2区平面図、東壁断面図



第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査

遺物は土師器片や瓦片が18点出土し、G-1連 珠文軒平瓦が図化できた (第 5図 )。

SK47・ 48土坑に切られている。

SK47土坑 調査区南部に位置し、西半部が撹乱のため不明であるが、南北約2,7mの不整楕円形である。確認の

みに留め、精査は行わなかった。

SD l溝跡、SK48土坑を切っている。

SK48土坑 調査区南部に位置し、西半部が撹乱のため不明であるが、南北約1,7mの精円形と推定される。確認

のみに留め、精査は行わなかった。

SD l溝跡を切り、SK47土坑に切られている。

4。 まとめ

築地塀の掘り込み地業FVIで あるSFЪ と南辺溝跡SD lを確認した。今回、これらの遺構の座標値を確定できたこと

で概ね南大門の西側における南辺の方位が明らかとなったと考えられる。昨年度の 1区におけるSF45とSD lの方向

は概ねE-6° 一Nであったが、今年度の 2区 と総合するとE-4° 36～ 37′ 一Nと なるので、現段階では概ねE-4° 30

～40′ 一N前後と考えられる。

(註 1)昨年度調査の 1区で確認したSF45掘 り込み地業跡の南端の座標値を使用して算出した。本来、角度は溝の

心々で計測すべきであるが、 2区における北端が不明なため、

この場合は南側の上端で計測した。なお、掘り込み地業跡は断

面形が逆台形であるため、肖噂平の状況によって上端の位置が異

なってくる。したがって、それによって算出した角度も大きく

異なる可能性がある。昨年度の 1区 と今年度の 2区の場合では、

南辺溝跡であるSD lと の間隔がそれぞれ2.5mと 2.6mで あるの

で概ね同程度の削平を受けていると推定され、両地点を結んだ

角度は概ね掘り込み地業の方向を示すと考えられる。

No 登録No 地区 遺構 層位 種別 遺存度 調整・特徴 色調
写真

図版

1 Cl 2区  1層 軒平瓦 連珠文、顎部波状文、凸面 :縄叩き→ナデ、凹面 :布 目痕一部すり消 し、糸切痕 紫灰 91

第 5図  2区出土遺物

遺構・層位
土師器 須恵器 赤焼土器 瓦

陶器 磁器 石製品 金属製品 その他
数量 重量 (宜) 数量 重量 (ゴ 数量 重量 (2) 数量 重量 (宮)

SDl 8 6

I層 、撹舌し 1 1 0 0 近世瓦 1

計 0 0 0 0 1 1 0 0 近世瓦 1

表4 2区遺物集計表

Ⅳ.3区の調査
1.調査の概要
昨年度の 1区から東に約20m離れた地点、南大問跡とのほぼ中間に設定し、築地塀跡と南辺溝跡の検出を目的と

した。大きさは東西 5m× 南北10mである。現地表から約80cm下で築地塀の掘り込み地業跡と南辺溝跡を確認した

が、調査区の大部分が深い撹乱を受けており、遺構は部分的に残存するのみである。

2.基本層序
盛土層下で確認した基本層は部分的に残存するⅣ層のみである。遺構はⅣ層上面で確認した。



Ⅳ.3区 の調査

遺構・層位
土師器 須恵器 土師質土器 瓦

陶器 磁 器 石製品 金属製品 その他
数量 重量 (宜) 数 量 重量 (2) 数 量 重量 (2) 数量 重量 (宮 )

I層、撹乱 6 2 15,680 3 0 〕 近世瓦 10

計 6 0 0 2 15,680 3 0 I 近世瓦10

表 5 3区 遺物集計表

3.遺構と遺物

X=-194550m

X=-194555m

X=-194560m

|   |
0                          5m

れ

SF45築地塀跡 調査区北西コーナー付近で築

地塀の掘り込み地業の版築層を確認したが、溝状

の掘り込み地業の北端を長さ約 2m確認できたの

みである。撹乱の壁面で観察したところ、残存す

る掘り込み地業の深さは約20cmで 、暗褐色シル ト

質粘土層による固い版築層となっている。

SDl溝跡 調査区中央を東西方向に延びてい

る。溝の南半部は撹乱により失われているため、

幅や深さ等は明確ではない。堆積土は粘土を主体

とする自然堆積層である。

4。 まとめ

調査区の大部分が撹乱を受けていたため、築地

塀跡と溝跡の一部を確認できたのみである。

V.4
1.調査の概要

区の調査

4区は南大門跡の東側約 10m、 概ね第19次調査

区 (昭和58年の調査区)の西半部と重複するよう

に設定し、築地塀跡と南辺溝跡の検出を目的とし

た。大きさは東西 5m×南北10mで ある。前調査

時の埋め戻し上を除去し、遺構を再検出した。

ド阿om

0                 2m

Ｆ４

Ｄｌ

層  位 色   調 性   質 混 入 物 ,そ の 他

lllYR34 Rき 褐tl シルト宙XI十 褐色・黒褐色粘土ブロック多量、厚 5～ 10mm程度につぶれている

① 10YR3お 贈褐色 粘土 掲色粘土ブロック (径 5～Юmm)微登
② 10YR3お 暗褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)多 翌

③ ЮYR3お  1青褐色 粘士 灰白ブロック微亀

第 6図  3区平画図、SF45・ SDl断面図



第 2章 陸奥国分寺跡 第路次調査

2.基 本層序
調査区の西部で I層 (表土)、 その直下に旧表土と考えられるⅢ層とⅣ層を確認した。築地塀の掘り込み地業跡

はⅢ層上面から掘り込まれている。 I層は Ia～ If層に細分した。

Ia層 10YR 3/4暗褐色シルト。礫を多量に含む。

Ib層  10YR 3/3暗褐色シルト。礫を少量含む。

Ic層 10YR 3/2黒褐色粘土質シルト。礫を少量含む。

Id層 10YR 3/3暗褐色粘土。褐色粘土粒を少量含む。やや硬い。

Ic層 10YR 2/3黒褐色シル ト質粘土。褐色粘土粒を少量、礫を少量含む。

If層 10YR 4/4褐色粘土。暗褐色粘土粒、褐色粘土粒を多量に含む。

3。 遺構 と遺物

昭和58年 の調査時以来、再確認したのは当時の番号でSF-1築地跡、SD-2溝跡、SK-3土坑、SK-4土坑、

P12・ 14・ 15。 32。 33で ある。新たに確認した遺構は西壁際のPlのみである。なお、SF-1築地跡、SD-2溝跡に

ついてのみ、記述の関係上新たな遺構番号をつけた。 (SF-1→ SF49、 SD-2→ SD50)

SF49築地塀跡 第19次調査 (昭和酪年調査)のSF-1で ある。南辺西部の築地塀跡はSF45と したが、東部は間に南

大門を挟むため別な番号とした。東西方向の掘り込み地業跡と、その上に積まれた築地塀からなる。掘り込み地業跡

はⅢ層上面から掘り込まれ、幅27～3.2mの溝状を呈している。今回は上面の確認に留め、底面まで検出しなかったが、

昭和58年 の調査結果によれば (註 1)掘 り込み地業跡のⅢ層上面からの深さは35～Ocmである。断面形は逆台形であ

るが、上部は緩やかに大きく開く。版築層は 3層確認し、褐色粘土ブロックを含んだ暗褐色や黒褐色の粘土を主体と

している。

掘り込み地業の版築層の上には、築地塀の版築層が積み上げられているが、築地塀跡は木の根の撹乱が著しく、

遺存状況は良くない。Ⅲ層上面からの高さは、最もよく残存する箇所で約30cmで ある。南西部では部分的ながらも

北側と南側とで積み手の違いが認められ (第 8図上)、 北側の版築層が垂直に近く立ち上がることからこの部分が

築地塀の南側の立ち上がりと推定される。なお、南側の部分 (第 8図 3～ 5層 )は築地本体の構築後に積まれた犬

走りか、あるいは修復の際の積み土と考えられるが、部分的に確認できただけなので断定はできなかった。

西壁際で新たに確認したPlは南北約網 cm、 東西約20cmの精円形を呈する。柱痕跡は確認できなかったが、築地

南側の立ち上がりと推定される線上に位置している。築地の版築層を切つており、築地塀に伴う寄柱の柱穴の可能

性が考えられたが、築地塀の北側で対になる柱穴を確認できなかったため確定はできなかった。なお、昭和路年調

査のP32(S58-P32)は 築地塀南面の推定線よりも約30cm外側に位置している。築地塀跡北側の概ね対称位置にあ

るS58-P31と共に築地塀構築工事の際に堰板を押さえた添柱の柱穴である可能性がある。なお、築地塀跡北側の立

ち上がりが、南側と同様に柱穴中心から約30cm離れていると仮定すると、築地塀の底面幅は約2.5mと 復元できる。

SD50溝跡 第19次調査のSD-2であり、伽藍地南辺の区画溝である。南辺西部の溝跡はSD lと したが、東部は

別な番号とした。昭和路年の埋め戻し上を一部除去して、上幅を再確認するに留めている。

S58-SK3 第19次調査ではセクションベル トの下で未調査の部分を掘り下げたため、瓦片等が約1対点出土して

いる (第 10図 )。

4。 まとめ

南辺東部において、築地塀の掘り込み地業跡であるSF49と 南辺溝跡SD50を再確認した。今回の調査と平成17年度

の南大門跡の調査結果を総合することにより、南辺東部の築地塀跡と南大門跡との位置関係が明らかとなった。ま

た、築地塀跡の掘り込み地業と築地塀本体の様相もある程度明らかとすることができた。

(註 1)昭和「o8年の調査では、昭和34年 の トレンチを再掘削して掘り込み地業跡と築地塀の断面を観察している。
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遺構・層位
土師器 瓦質土器 土師質土器 瓦

陶器 磁器 石製品 金属製品 その他
数量 重量 (R) 数量 重量 (R) 数量 重量 (R) 数量 重量 (R)

S58‐ SK3 I 4 28,860 l

l

I層、撹乱 1 962 92,401 0 8 近世瓦44

計 1 0 8 近世瓦44

①
⑬ Θ③

|

Y=6400m

第 7図  4区、

掘込地業北端

V,4区 の調査

ｍ
６４

１

１

１

１

〓Ｙ

表 6 4区遺物集計表

Y=6405m

|

X=194545m

X=194550m

掘込地業南端

X=194550m

◎

◎
昭和58年度調査区

酬
腑

陸
!ヽ  SF49

卜S58発生
O OTS58 Ⅲl ③

X=194545m

昭和58年度調査区平面図 (ア ミ点は版築層の範囲)
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築地塀南端 SF49

掘込地業南端

A

B´

-1600m

B

名

根の撹乱

S58-P32

西  壁

東 壁

掘込地業北端

〆 1600m

岸 li40m

掘込地業北端

築地
f南

端 諄1540m

ヽ

掘込地業北端 掘込地業南端 0                 2m

廟
酪
Ч

ク,骨Fデ
δ娘茄

掘込地業南端

|

掘込地業北端

層  位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

A 昭和58年調査時の埋戻土

昭和59年調査時の埋戻砂

1 10YR4 3に ぶい黄褐色 粘土 観色粘土ブロック (径 5～ 10mm)少 量、硬い、築地塀の崩落土

2 10YR3お  暗褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径 3～5mm)多量、硬い、築地塀の崩落土

3 ЮYR5μ にぶい黄褐色 粘土 にぶい黄褐色粘土ブロック (3～ 5mm)少 量、硬い、犬走 りか修復の積土

10YR3お  ,音褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径 3～5mm)微量、硬い、犬走りか修復の積土

5 10YR% 暗褐色 粘士
黒褐色粘土ブロック (径5～ 15mm)少 量、褐色粘土ブロック (5～ Юmm)多量、硬い
犬走りか修復の積土

6 ЮYR4T4褐 色 粘 土 Л音褐色粘土粒少量、褐色粘土ブロック (径 3～ 5mm)少 量、硬ヤ

10YR3/3 Π音褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)多量、硬い

8 lllYR3/4 暗褐色 粘土 褐色粘土粒多量、硬↓

9 ЮYR3/3 Πき褐缶 粘土 掲色粘土ブロック (径 5～Юmm)多量、黒褐色粘土ブロック (径 10mm)少 量、硬い

ЮYR3お  暗褐色 粘土 黒褐色粘土ブロック (径 3～5mm)少 量、褐色粘土ブロック (径Ю～20mm)多 量

ЮYR閉  黒褐色 粘土

①
10YR4/3に ぶい黄褐色

10YR4T4褐 色 蛯圭}瓦層
硬い、築地塀版築

黒褐色粘土ブロック (厚 5～20mmに つぶれる)少量
褐色粘土プロック (厚 5～20mmに つぶれる)多量
暗褐色粘土ブロック (厚 3～5mmに つぶれる)少量

②
10YR柘褐色
10YR3/3暗 褐色 雑士季Eし多1混合 厚5～釣mmにつぶれる、斑文状、築地塀版築

③ ЮYR23 黒褐色 粘土 褐色粘土プロック (厚 5～ 10mm程度に横につぶれている)少量、掘込地業版築

④ 10YR3お  暗褐色 粘土 硬い、褐色粘土粒少量、礫少量、掘込地業版築

⑤ ЮYR閉 黒褐色 粘土 硬い、褐色粘土ブロック (径5～ 10mm)少 量、掘込地業版築

⑥ 10YR2 3 黒褐色 粘上 あまり硬くない、褐色粘土ブロック (径5mm)少量、掘込地業版築

第 8図  4区西壁・東壁・SF49断面図

つ
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V4区 の調査

聾韓

=|1奪lif

|

登録No 地区・遺構・層位 種別 産存度 調整・特徴 色調
真

版

写

区

1 Fl 4区・ I層 軒丸瓦 瓦当面戌 八葉重弁蓮華文 (国分寺第4類 )、 自針なし 浅蓑

2 4区・ I雇 軒平瓦 偏行膚車支、頸部ナず、凸面 :絹 目す り消し、凹面 :布 目痕 褐灰

第 9図  4区出土遺物 (1)

Ⅵ.5区の調査
1.調査の概要
伽藍地の南辺東部には、築地塀の痕跡が土手状の高まりとして約判mの長さで残っている。 5区はこの地表面で

築地塀の痕隊が認められる箇所の最も東側に設定した。大きさは東西20m× 南北10mで ある。調査区南半部は撹乱

が著しく、遺構面自体もほとんど遺存していない。築地塀跡は北半部では積土がわずかに残存していたが、南半部

は削平されていた。築地塀跡の掘り込み地業跡も削平が著しいものの、概ね残存していた。南辺溝跡は確認できな

かった。

2.基本層序
調査区の北西部で I層 (表土)、 その直下に旧表土と考えられるⅢ層とⅣ層を確認した。築地塀の掘り込み地業

跡はⅢ層上面から掘り込まれている。 I層は Ia～ IB層 に細分した。

Ia層  10YR 4/3にぶい黄褐色シルト。礫を多量に含む。

Ib層  10YR 3/3暗褐色粘土と10YR 2/2黒 褐色粘土の互層。

Ic層 10YR 3/4暗褐色シルト。

Id層  10YR 4/3にぶい黄褐色粘土質シルト。礫を少量含む。

Ic層  10YR 3/4暗褐色粘土。礫を少量含む。

If層  lCIYR 3/3暗褐色粘土。褐色粘土粒を少量含む。

IB層  10YR 3/3暗褐色粘土。

3.遺構と遺物

確認したのは4区で再確認したSF49築地塀跡の延長部分、掘立柱建物跡 1棟、土坑 4基、ピット4基である。

SF49築地塀跡 4区からの延長部分である。東西方向の掘り込み地業跡と、その上に積まれた築地塀からなる。

調査区東部と南部は削平を受けているため、比較的遺存状態が良いのは確認できた部分の 1/4程度であり、残り

の3/4は掘り込み地業跡の下半部が残っているのみである。掘り込み地業跡はⅢ層上面から掘り込まれている。

比較的遺存状態のよい調査区西部では幅約3.2mの溝状を呈しているが、南側の上部が削平されているので本来はさ

らに20～ 30cm程度幅広であった可能性がある。掘り込み地業跡のⅢ層上面からの深さは50～ 55cmで ある。断面形は

つ
０
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No 登録No 地区・遺構・層位 垢璧」B可 遺存度 調整・特徴 色調
写真

図版

I FL3 4区・ S58 SK3 丸瓦 9/Ю 凸面 :縄叩き (細い。縦位 )、 ロクロナデ、凹面 :布 目痕、粘土紐痕、厚 18mm、 自針なし にぶい黄橙

2 FL2 4区・S58‐SK3 軒丸瓦 1/2 八菜重弁蓮華文 (国分寺第6類 )、 自針なし 黄灰 94

3 4区 ,S58,SK3 平瓦 1/2 凸面 :縄叩き(細い。斜位 )、 凹面 :布目痕一部すり消し、側面・小日面ヘラケズリ、厚23mm 暗赤褐 >5

4 ∈ 雪 4区 ,S58‐ SK3 平瓦 1/2 凸面 :編叩き (細い・絆位 )、 凹面 :布 日痘一部す り消し、側面・小日面ヘラケズリ、庫21mm 褐灰 チ6

14

第10図  4区出土遺物 (2)
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第11図 と日平画図
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北端 メ
If

水道管の境乱  掘込地業

農 b60m

コンクリート

Id

岸 1550m

臣 1650m れ
SK52
工 liЮm

ド li00m

0                 2m

第12図  5区西壁、SF49・ SK52・ SB51断面図

逆台形で、上部は緩やかに大きく開く。版築層は 6層確認し、褐色粘土ブロックを含んだ暗褐色や黒褐色の粘土が

硬く叩き締められている。

掘り込み地業の版築層の上には、築地塀本体の版築層が積み上げられている。大部分は崩落しており、残った部

分も木の根等の撹乱が著しく、遺存状況は良くない。掘り込み地業跡の北端から40～ 70cmの位置で、高さ 5～ 10cm

の築地塀本体の北側の立ち上がりを確認した。Ⅲ層上面からの高さは、最もよく残存する箇所で25～ 30cmで ある。

SB51掘 立柱建物跡 調査区北西部で東西方向に並ぶ柱穴 3基を確認した。西と北の調査区外に展開する掘立柱建

物跡と推定したが、一本柱列跡の可能性もある。柱穴掘り方は一辺70～ 90cmの 方形で、残存する深さは約30cm、 柱

痕跡は直径18～22cmである。柱間隔はEl～ E2が解伍、E2～ E3が2.3mである。        _

SK52土坑 調査区東部の築地塀跡北側に位置する。東側を削平されている。東西2.4m以 上、南北1,Omの精円形で

ある。深さは25cm、 壁は緩やかで、底面はほぼ平坦である。堆積土の上層には灰白色火山灰が含まれている。

遺物は、瓦片が 3点出土している。

レ/築地塀北端

16



Ⅵ.5区の調査

層  位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

ЮYR38 暗褐色 粘 土 掲色粘土粒多量、築地塀の崩落土

2 10YR98 F音 褐色 粘土 灰黄褐色シル ト質粘土粒微量、築地塀の崩落土

3 ЮYR3お  1音褐色 粘土 掲色粘土ブロック (径5mm)多 重、築地塀の崩落土
① 10YR禍  にぶい黄褐色 シル ト質粘土 褐色粘土プロック (径 5mm)、 粒子多量

Ⅱ 10YRy3 ,音 褐色 粘土 にぶい黄褐色シル トを斑文状に含む (続拌されたⅢ周 )

① 10YR34 暗褐色 シル ト質粘土

② 10YR34 暗褐色 ンル ト質粘土 灰白ブロック (径 10～ 80mm)多 量
⑥ 10YR3μ  暗掲色 シル ト質粘土 灰白ブロック (径 5～ 10mm)微 量

④ 10YR3お 暗褐色 粘 十 褐色粘土粒多最

1 10YR4 3 にぶい責褐色 糀■ 褐色粘土粒多豊、築地塀の崩落土

2 10YR3お 暗褐色 粘土 褐色粘土粒多量、築地塀の崩落土

3 10YR3お  暗褐色 粘土 黒褐色粘土ブロック (径5mm)、 褐色粘土ブロック (径5mm)少 量、築地塀の崩落土

10YR3お  暗褐色 シル ト質粘土 掲色粘土粒少量

2 10YR3お  暗褐色 シル ト質粘土 褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)多 重
3 10YRう4 にぶい黄褐徹 暗褐缶粘十ブロック (径5～ 10mm)微 壁、築ll l塀の崩落十

Й

硝

にぶい黄褐色

にぶい黄褐色 鑢圭}斑文状の混合硬い、築地塀版築
2 10YR3お 暗褐色 粘土 硬い、掘込地業版築

3 10YR3T3 暗褐色 粘 土 掲色粘土ブロック 径 10～ 20mm)多 量、掘込地業版築
ЮYR3お  暗褐色 粘土 褐色粘土ブロック 径5～ 10mm)微 昆、掘込地業版築

5 10YR3お 暗褐色 粘土 掲色粘土ブロック 径5～70mm)少量、礫少星、掘込地業版築
6 10YR3お 暗褐色 粘土 褐色粘土ブロック 径Ю～獨mm)微景、礫少量、掘ム地業版築
10YR夕2 黒褐色 粘土 H音褐色粘土ブロック (径 5～釣mm)少 邑、礫少量、掘込地業版築

8 10YR3打  暗褐色 粘土 撰少呈、掘込地業版築

10YRV4 褐色 シフレト 灰白ブロック少量

2 ЮYR344 H音 ネ島角

E― E′

1 10YR3お 暗褐色 シフレト 褐色粘土粒少景

2 10YR3お 暗褐色 シ,レ ト 褐色粘土ブロック (径拗～30mm)多翌、硬ヤ
3 10YR閉 黒褐色 粘士 褐色粘土ブロック (径 5～ 10mm)、 同微粒子、硬↓

SK55を切っている。

SK53土坑 調査区北部に位置し、北半郡は調査区外となっている。東西約 2m、 南北 2m以上の不整な楕円形と

推定される。深さは約15cm、 壁は比較的急で、底面の南側には深さ40cm程の窪みがある。堆積土は Id層 に類似し

たシル ト層である。

SK55を 切っている。

SK54土坑 調査区ほぼ中央の築地塀跡北側に位置する。東西1,3m以上、南北0.6mの 精円形である。深さは約Ъ cm、

壁は下半部が急であるが、上部は緩やかで大きく開く。底面はほぼ平坦である。堆積土は自然堆積層で、上層には

灰白色火山灰が含まれている。

遺物は、瓦片が 2点出土している。

築地塀の崩落土を切っている。

SK55土坑 調査区東部の築地塀跡北側に位置する。長さ lm以上、幅60cmの長精円形を呈する。深さは約10cm、

壁は比較的急で、底面は平坦である。堆積土は Id層 に類似したシル ト層である。

SK52・ 53に切られている。

ピット 築地塀跡の南面の推定線上でPl・ P2を確認し、築地塀北面の推定線から約30cm外側の位置でP3。 P4

を確認したが、築地塀の積み土との関係が明らかでないため性格を限定することはできなかった。

出土遺物  I層 中から瓦片約3,500点 、土師器や須恵器など古代の土器類が約40点、土師質土器、瓦質土器など近

世以降の土器類と瓦片が約320点 出土した。軒平瓦はG-6均 整唐草文、G-7・ 8重弧文、G-10連珠文が図化でき

た (第 13図 )。 G-11は凹面に刻印が認められるが、表面が剥離しているため判読できなかった (第 13図 6)。 なお、

土師質土器Ia-1小 皿は近世、Ia-2燈 籠は中世以降と推定される (第 14図 3・ 4)。
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No 登録No 地区・遺構・層位 種別 遺存度 調整・特徴 色調
真

版

写

図

G-6 5区 層 軒平瓦 均整唐車文、顎部ナデ、凸面 :縄叩き、凹面 :布 目痕、糸切痕 灰オリーブ

2 50こ 層 軒平瓦 1, 重弧文、顎部山形文 単Ill文・重弧文、凹面 :布 目痕 灰

3 5厖ζ 層 軒平瓦 重孤文、顎部山形文 重弧文、凹面 :布 目痕 灰

4 5区 層 軒平瓦 連珠文、顎都縄叩き→波状文、凹面 !布 目痕 オリーブ黒

5 5区・ I屑 道具瓦・英斗瓦 小片
凸面 :布 目痕、平行叩き、側面 小口面ヘラケズリ
凹面 :布 目痕、糸切り痕、側面・小口面ヘラケズリ

浅黄

6 5区  I層 平瓦 部分 凸面 :縄叩き、凹面 :布 目痕、亥1印有 り、厚21mm オリーブ黒

7 G-9 う区・ I層 平 石 1る 凸面 :平行叩き、凹面 :布 日痕一部す り消し、厚20mm にぶい黄橙 105

第13図  5区出土遺物 (1)

4。 まとめ

SF49築地塀跡では、掘り込み地業と北側の立ち上がりを捉えることができた。 4 EXlの調査成果と総合すると、掘

り込み地業の幅は約3.4m、 築地塀の下端幅は約25m(8.5尺)と推定される。 4区・ 5区を総合した掘り込み地業の

方向はE-4° 23′ 一Nである。南辺溝跡SD50は確認できなかった。調査区西壁の観察では、溝が掘り込まれたと推定

されるⅢ層 (旧表土)は50cm近 く削平されていると考えられるので、溝はすでに失われている可能性が高い。

遺構・層位
土師器 須恵器 土師質土器 瓦

陶器 磁器 石製品 金属製品 その他
数量 重量 (宮) 数量 重量 (宜 ) 数量 重量 (宜 ) 数量 重量 (2)

SK52 3

SK54 2

1 13

築地崩落土 3 8 9,000 2 近世瓦3、 土製品 1

I層、撹乱 7 3,502 328,889 8
瓦質土器 11、 近世瓦157、

土製品1

計 7 2,108 338,759 8 8
瓦質土器 11、 近世瓦160、

土製品2

表 7 5区遺物集計表

18



Ⅵ.5区の調査

0              10cm

…

3

0                         10Cm

Ⅶ。6区の調査
1.調査の概要
6区は寺地の北東部、昨年度の 4区の北側に設定した。昨年度、北部の 5区で確認した比較的規模の大きなSD32

溝跡の東側への延びを確認するのが目的である。調査予定地は北半部が約12mの厚さに盛土されており、コンク

リー ト製の擁壁が造られている。調査区は中央に擁壁を狭んで東西幅 5m× 南北長20mである。擁壁の北側は撹乱

が著しく、遺構面の約 2/3は 遺存していない。南半部には大きな土坑状の撹舌とが入っていたが、掘立柱建物跡を

確認したため調査区を南と西に拡張している。

2.基本層序
盛土下で I～Ⅳ層を確認した。掘立柱建物跡はⅢ層上面から掘り込まれている。 I層は Ia～ Ic層に細分した。

Ia層 10YR 4/3にぶい黄褐色シル ト。褐色粘土ブロックを少量含む。

Ib層 10YR 3/3暗褐色シル ト。

Ic層 10YR 3/3暗褐色粘土。

3.遺構と遺物
確認したのは竪穴住居跡 3軒、掘立柱建物跡 1棟、溝跡 2条、土坑 5基、性格不明遺構 1基である。

No 登録No 地区・遺構 層位 種別 遺存度 調整・特徴 色調
真

版

写

図

5区・ I層 丸瓦 V5
凸面 :ロ クロナデ、凹面 :布 目痕、布合わせ痕、側面・小日面ヘラケズリ、厚13～25mm
白針なし

にぶい橙

2 F-6 5区・ I層 苅 石 夕5 凸面 〔縄叩き→ナデ、凹面 :布 目痕、側面 :ヘ ラケズリ、厚29mm、 自針なし オリーブ黒

登録No 地区・遺構 層位 種別 器種 遺存度
法量 (cm)

調整・特徴
真

版

写

図日径 底径 器高

3 5区・ I層
土師質上器

灯明皿
ほぽ完形 19

ロクロ調整、底部回転糸切り無調整、白釧なし、日縁端部にター

ル状の付着物

う区  I層 土師質土器

灯籠
1/4 (281) (2_n5) 51 ロクロ調整、自針なし

第14図  5区出土遺物 (2)
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S160竪穴住居跡 調査区南部に位置する。南半部を撹乱で失い、東部が調査区外となっているので大きさは確定

できないが、東西3.8m以上、南北5.3m以 上である。西壁の方向はN-7° ―Wであるが部分的な検出であるので明確

ではない。床面までの深さは 5～ 10cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。床面は緩やかな凹凸がある。掘り込んだ面

をそのまま床にしており、貼床は認められない。堆積土は 2層である。北西部に張り出しがあり、焼土ブロックが

少量堆積していた。構築材等は認められなかったが、カマ ドの痕跡と考えられる。

遺物は土師器、赤焼土器、須恵器、瓦、土製品、鉄製品等の破片が約270点出土した。図化できたのは用途不明

の土製品P-1と鉄釘Na-1で ある (第%図 4・ 5)。

SK58・ 59・ 63・ 64イこ切られてヤゝる。

S161堅穴住居跡 調査区南部に位置する。西半部に撹乱があり、東側の周溝とカマ ドの掘り方と考えられる窪み

を確認できたのみである。大きさは確定できないが東西 3m以上、南北38m以上である。東壁の方向はN-8° ―W

であるが部分的な検出であるので明確ではない。床面は既に失われているため、床面の状況、壁、堆積土などは不

明である。北部に張り出しがあり、焼土ブロックが少量堆積していたのでカマ ドの掘り方と考えられる。

遺物は土師器、赤焼土器、須恵器、瓦、鉄製品等の破片が約230点出土した。図化できたのはカマ ド掘り方から

出土した土師器D-1高 台付イである (第24図 3)。

SB57を切り、 SK58イこ切られている。

S166堅穴住居跡 拡張区に位置する。南半部が調査区外となっているので大きさは確定できないが、東西 4m、

南北33m以上である。西壁の方向は概ね真北方向である。床面までの深さは約 5cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

床面はほぼ平坦で、掘り込んだ面をそのまま床にしており、貼床は認められない。堆積土は 2層である。北壁の西

寄りに張り出しがあり、焼土ブロックが少量堆積していた。構築材等は認められなかったが、カマ ドの痕跡と考え

られる。

遺物は土師器、赤焼土器、須恵器、瓦等の破片が約90点出土した。

SB57-N2Wl・ N2W2・ N2W3を 切っている。

SB57掘立柱建物跡 調査区南西部で南北方向に並ぶ柱穴 3基を確認したため、調査区を拡張して全体を確認した。

昨年度の 4区の平面図と照合したところ、北端部のSB48-Nlと していた柱穴も含む建物であることが判明したが、

撹乱や他の遺構によって上部が失われた柱穴も多く、概して南半部の遺存状態がよくない。東西 2間、南北 4間の

建物跡で、北側に廂が付く南北棟である。南北長9.6m、 柱間寸法2.2～ 2 41Yl、 廂の張り出しは2.5m、 東西長7.6m、 柱

間寸法3Ъm。 4.15mで ある。なお、身舎の北柱列ではN2W2と N2W3の 2基の柱穴が近接している。部分的な

建て替えの可能性が考えられる。方向は東桁行でN-4° 零
′
―Wである。柱穴掘り方は一辺100～ 120cmの方形で、

残存する深さは60～110cmと偏りがある。柱痕跡は直径25～ 33cmの 円形である。NlEl・ NlWl・ N2El・ N2W

l・ N2W3・ N3Wlで 柱の切 り取 り痕跡が認められた。NlW2・ NlE2・ N3Elに は切 り取 りが認められな

かったが、切り取り穴が浅かったため確認できなかった可能性がある (註 1)。 なお、N2W2の みは柱痕跡が掘り

0                 2m

A Ａ́ｍ一

20

第15図 拡張区北壁断面図



ｘ
＝
―
む
Ｓ
ｄ
Ｂ

Ｘ
＝

―
む
Ｓ

圏
ユ

Ｘ
＝
―
む
鵡
遇
ほ

鶏27次調査 lH18年度)4区

Y=6410m

Y=642Clm

0                            5m

ｘ
＝

―
む
ヽ
端
Φ
目

ｘ
＝

―
皓
赴

８
ヨ

Ｘ
＝
―
む
鵡
も
Ｂ

Y=硝10m

Y=留20m

第16図  6区平面図

21・ 22



Ⅶ.6区の調査

方の最下部で確認され、他の柱穴とは様相が異なっているので、切り取りではなく、抜き取られている可能性が高い。

遺物は土師器、赤焼土器、須恵器、瓦の破片が約40点出土した。N3Elの確認面から出土した土師器D-2高 台

付イ、N2W3の 柱切取穴から出土した須恵器E-1年が図化できた。

S161・ 66、 SK65、 SX67に切られている。

SD56溝跡 擁壁のすぐ北側で確認した。やや蛇行しているため方向は明瞭ではないが、概ねE-4° 一Nである。

Y=6423m

|

X=-194283m

X=-194286m

れれ
S160

|

工 li60m FC‐ bるOm

0                 2m

S160

S161

七③ 卜

層 位 色  調 性   質 混 入 物 ・ そ の 他

1 ЮYR4/4 褐色 シ,レ ト 暗褐色シル トブロック (径 5～ 15mm)・ 焼土ブロック (径 10mm)を 全体に含む
2 10YR3/4 暗褐色 黒褐色シル トプロック (径 5～ 10mm)・ 褐色シル トブロック (径5mm)を 全体に含む
〕 5YR418 赤褐色 シ,レ ト 焼土

2 10YR釧 暗褐色 シルト 黒褐色ンル ト粒 黄褐色ンル ト粒を全体に含む
10YR4/4 楊 徹 シリレト

第17図  S160・ 61平面・断面図
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第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査

上幅60cm、 下幅20cm、 深さ約50cm、 断面形は上部が大きく開く「UJ字形である。堆積土は自然堆積層である。

遺物は土師器、赤焼土器、瓦片が 5点出土し、軒丸瓦 1点が図化できた (第斃図 7)。

SD62溝跡 SD56の北側に並行している。方向は、概ねE-4° ―Nである。北半部を削平されているため幅は不明

であるが、上幅80cm以上と推定される。深さは約60cmで、底面は平坦である。北側の壁が失われているが、断面形

は逆台形を呈すると考えられる。堆積土も大部分が失われているが自然堆積層と考えられる。

D´

1760m

0                   2m

層  位 缶   調 性   質 混 入 物 ・ そ の 他

盛土A 10YR52 にぶい黄褐色 砂 撰多量

盛土B 10YR32 黒褐色 粘土 にぶい黄褐色粘土ブロック少量

盛土C 10YR3ρ  黒褐色 粘上 にぶい黄褐色粘土ブロック多量

盛土D ЮYR3ρ  黒褐色 粘 土 にぶい黄褐色粘土プロック少量

膵 十E 砂 礫多最

10YR3r2 黒褐色 粘 土 褐色粘土粒少量

2 ЮYR3つ  黒褐角 粘 十 礫 (径50mm)少星
3 10YR3ρ  黒褐色 lDt土 褐色糀土粒多昌

ЮYR32 黒褐色 粘 土 木炭粒微量

C 10YR3お  暗褐色 粘土 褐色粘土粒微星

② ЮYR3ρ  黒褐色 粘土 褐色粘土粒微量

第刊8図  6区東壁断面図 (1)

0                 2m

24

層  位 色   調 性   質 混 入 物  そ の 他
1 10YR3/3 暗褐色 粘土 木炭粒微見

2 ЮYR鴨  にぶい黄褐色 粘 土 黒褐色粘土ブロック少量、本炭粒少量

第19図  S166平面・断面図



Ⅶ,6区の調査

SK58土坑 調査区南部に位置する。東西1.2m、 南北0.8mの 精円形である。深さは約 10cm、 壁は緩やかで、底面は

ほぼ平坦である。堆積土は 1層である。

土師器、赤焼土器、瓦片が11点出土している。

S160を切っている。

SK59土坑 調査区南部に位置する。直径70cmの 円形で、深さは約30cm、 壁は比較的急で、底面はほぼ平坦であ

る。堆積土は 1層である。

土師器、須恵器、瓦片、鉄製品が約網点出土している。

S160を 切っている。

SK63土坑 調査区南部に位置する。直径70～ 75cmの 円形で、深さは約20cm、 壁は比較的急で、底面はほぼ平坦

である。堆積土は 1層である。

土師器、須恵器、瓦片が約40点出土している。

0                  2m

層  位 色   調 性   質 混 入 物 ・ そ の 他

撹乱A 10YR3お  暗褐色 シル ト質粘土 礫多量、もろヤ

撹乱B 10YR32 黒褐色 シ,レ ト もろし

撹乱C 10YR3r9 黒褐色 粘 土 褐色粘土ブロック多量

flgttD 10YR∽ 黒褐色 粘土 褐色粘土プロック少量

SK64 10YR3彦  黒褐色 粘 十 褐徹 Au「十ブロック (径5mm)多 景 もろ t

名  S与58 岸1,50m

第20図  6区東壁断面図 (2)

名  SK59 ド li50m 名 SK63 巌 1箋50m
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0                 2m

５８

働

６３

伊

層  位 色   調 性  質 混 入 物  そ の 他
10YR34 暗褐色 シリレト 黒褐色シル トブロック (径 10mm)・ 褐色シル トブロック (径 5～ 10mm)を 今体に含ぬ

10YR314 暗褐色 ンルト 褐色シル トブロック (径 10～ 20mm)を 全体に含む

10YR32 黒褐色 ル ト質粘土 褐色粘土ブロック (径20～30mm)少量、木炭 l‐ 焼上粒少量
10VR3′3 H音 褐色 粘土質ンル ト 灰白色火山灰粒少量

げrR5/3 にぶい黄褐色 灰白色火山灰 暗褐色粘土質シル トブロック少景

illYR3′ 3 1き褐伍 粘 十 褐色粘土粒微量

10YR54 にぶい黄褐色
10YR3/3 暗褐色

土

土

粘

粘
ブロック状に混合、しまりあり

5 10VR3′3 暗褐色 粘土 にぶい黄褐色粘土ブロック (径5mm)少 景、木炭粒・焼土粒微呈
10YR3′3 暗褐色 rHr土 にぶい黄褐色粘土ブロック (径 Ю～20mm)多量、木炭粒・焼土粒微量

第21図  SK58・ 59・ 63、 SX67断面図



第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査

第22図 SB57平面図

S160を 切つている。

SK64土坑 調査区南東に位置し、大部分が調査区外のため詳細は不明である。深さは約20cm、堆積土は 1層である。

S160を 切っている。

SK65土坑 拡張区の北西部に位置する。東西1.lm、 南北 lmの不整な方形で、深さは約 5cm、 壁は比較的急で、

底面はほぼ平坦である。堆積土は 1層である。

土師器、瓦片が 4点出土している。軒丸瓦 1点が図化できた (第塞図 8)。

SB57-NlWlを切っている。

SX67性格不明遺構 拡張区の西部に位置するが、大部分が調査区外のため詳細は不明である。南耳路.8m以上、

深さ約50cm、 北壁は比較的急に立ち上がり、底面には凹凸がある。堆積土は自然堆積層で、上部には灰白色火山灰

第27次調査 (H18年度)4区
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Ⅶ.6区の調査
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Ｉ
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層が認められた。

遺物は土師器、赤焼土器、須恵器、瓦片が約300点出土している。瓦の中には砥石に転用された破片も認められ

た (第泌図 6)。

SB57-N4Wl・ N5Wlを 切っている。

4。 まとめ

昨年度の 5区で確認したSD32と の位置関係からすると、その延長部分に位置するのはSD56である。ただし、SD56

はSD32と 比べて規模がやや小さく、断面形も異なっていること、一方、SD路の北側に並行するSD62は、北半部が

失われているが断面形がSD32と 同じく逆台形と推定され、規模も同様の可能性がある。SD32と の関係については今

後も検証を重ねていく必要がある。

層 位 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

1 10YR3お  1音褐色 粘土 やわらかい、柱痕Fll

2 ЮYR3お  暗褐色 粘土 にぶい黄褐色粘土ブロック (径5～ 10mm)少 逢、しまりなし、切取穴
3 10YR5/4 にぶい黄褐色 粘土 黒褐色粘土ブロック (径釣～30mm)少 量、しまりあり、掘 り方埋土

ЮYR∽  黒褐色 粘 士 にぶい黄褐色粘土ブロック (径 10～ 20mm)少 辻、しまりあり、掘り方埋土

5 ЮYRR14 にぶい黄褐 ta 粘 十 票褐伍雅土ブロック (径 30～50mm)少 播  しまりあり、相り方理土
t 10YRダ3 ,音 褐色 /tr土 にぶい黄褐色粘土粒少垂、やわらかい、柱痕跡

2
10YR514 にぶい★褐色
ЮYR3の  黒褐色 純圭}互層 麗燎楡蟹落琶最上多ざ写ヅk選おせ冗4品少三 }しまりあり、掘り方埋土
10YR514 にぶい美褐色 粘 土 黒褐色粘土ブロック (径郷～80mm)少量、しまりあり、掘 り方理土
lllYR3/3 暗褐色 粘土 にぶい黄褐色粘土粒微量、やわらかい、柱痕跡

2 10YR3/3 H音 褐色 粘 土 にぶい黄褐色粘土ブロック (径 30～86nm)多量、礫少量、しまりあり、掘 り方埋土
3 К)YR4μ  褐色 粘 ■ lど褐色粘■対微長、しまりあり、梅り方理十

ЮYR2/3 黒褐色 粘土 褐色粘土ブロック (径30mm)少 丘、しまりあり、掘 り方埋土

5 ЮYRグ2 黒褐色 粘土 暗褐色粘士ブロック (径 10mm)少 量、 しまりあり、掘 り方埋土
| 10YR32 黒褐色 粘 土 褐色粘上粒少量、やわらかい、柱痕跡

2 ЮYR3つ  黒褐色 粘 土 褐色粘土ブロック (径5～ Юmm)少量、切取穴埋土

3
10YR閉 黒褐色
ЮYR44 褐色 権毛1互層 埋亀笹薙至3とτチ綬耀亮絆み竺是}しまりあり、掘り方埋土

第23図  SB57断面図
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第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査

0                         10cm

□
衛
―――
引
膨
電

0                 5cm
|

0                         10cm
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ヽ
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こ―::】
f■
r■1■「||,■州 8

荘録No 地区・遺構・層位 種別 器種 遺存度
法量 (cm)

調整 特徴
真

版

写

図口径 底径 器 高

6区・ SBう 7N381・ 確

認面

土師器・高台付

郎
底部のみ 不明 不明 ロクロ調整、底部回転糸切り、付高台、内面ヘラミガキ、自針なし 11-1

2 [11
6区・SB57 N2W3・ 切
取穴

須恵器 坪 底部のみ 不明 不明
外面ヘラケズリ→ヘラナデ、内面ロクロナデ、底部ヘラケズリ、

白針なし
112

3 6区  S161 カマ ド
土師器 高台付

(148)
ロクロ調整、底部回転糸切 り、付高台、内面ヘラミガキ・黒色処

理、自針少量、日縁部にタール状の付着物
113

登録No 層位地区・遺橋 種別 遺存度
法 量 (cm)

特徴
真

版

写

図長さ 幅 厚 さ

4 Pl 6Dこ   S160 土製品 脚部 ? 不明 29～ 19 ヘラケズリ、ナず、孔径0 7cm 114

5 Na〕 6区・S160 鉄製品・釘 ほぼ完形 89 14 476冨 1卜5

登録No 地区・遺構・層位 種別 遺存度 調整・特徴 色調
真

版

写

図

6 G■ 2 6区  SX67 平瓦 〕る 凸面 :縄叩き、凹面 :布 目痕、糸切痕、凸面を砥石に転用 磨滅、厚27mm にぶい黄橙 116

7 F8 6区  SK65 軒丸瓦 瓦当面3И 葉ヽ重弁蓮華文 (回分寺第 1類 )、 白針なし 褐灰 1■7

8 F‐ 7 6区・SD56 軒丸面 瓦 当面 14 (葉 重弁 J‐E華支、自針なし 灰 白

第24図  6区出土遺物

遺構・層位
土師器 須恵器 赤焼土器 瓦

陶器 磁 器 石製品 金属製品 その他
数量 重量 (宮) 数量 重量 (2) 数量 重量 (宜 ) 数 量 重量 (宜 )

SD56 1 2 2 6 2

SK58 1 8 7 3

Sと59 1,000

SK63 2 7 2・ 442

SK65 2 2 2 1.390

S160 11 194 249 13 2,587 4

S161 13 114 2,315 2

S166 3 9 6

SB57 5 12 2,108

SX67 464 6,669

I層、境乱 1,179 22.671 l 土師質土器 19、 近世瓦 101

計 3,313 1,399 I 土師質土器 19、 近世瓦 101

表 8 6区遺物集計表
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0               3m

第25図  7区平面図

Ⅷ.7区の調査

SB57は 寺地北東部で初めて確認された掘立

柱建物跡である。建物の構造に関しては、総柱

の建物になる可能性や、さらに南側に 1間延び

る可能性も指摘されている (註 2)。 建物内部の

未調査部分や昨年度の 4区の東西両側などの調

査も含めて、今後も検証していく必要がある。

堅穴住居跡は 3軒確認した。南に隣接する昨

年度の 4区でも 3軒確認しているのでこの付近

は竪穴住居跡が集中する区域と考えられる。た

だし、昨年度 4区のS138は国分寺創建期頃と考

えられたが、今年度確認した竪穴住居跡の遺物

には赤焼土器が多く含まれていることから、年

代的には隔たりがある。

(註 1)拡張区北壁の断面観察では、旧表土と

考えられるⅢ層が部分的ながらも約30cmの 厚

さで残存し、SB57の NlE2の柱穴がこのⅢ層上

面から掘り込まれている状況を確認している。

従ってこれ らの柱穴は上部を30cm前後削平さ

れていると考えられ、浅い切り取り穴は削平さ

れている可能性がある。

(註 2)郡山遺跡・陸奥国分寺跡等調査指導委

員会の現地指導及び指導委員会

WIll.7

1.調査の概要

区の調査

7区は 6区の東側約醐mの位置に設定した。

調査区は東西幅 5m× 南北長20mである。全体

的に撹乱が深く、遺構の遺存状況はよくない。

2.基 本 層 序

I～Ⅳ層を確認し、 I層は Ia～ Ic層、Ⅱ層

はⅡa・ Ⅱb層 に細分した。

3.遺構と遺物
確認したのは溝跡 2条、土坑 3基である。

SD68溝跡 調査区北側に位置する。確認した

長さが約2.5mと 短いため方向は明瞭ではないが、

概ねE-8° 一Nである。上幅70～ 90cm、 下幅30

～60cm、 深さ約15cmで、底面はやや凹凸がある。

断面形は皿形で上部が大きく開く。堆積土は 2

Y=+6475m

|

吼

X=-194270m

X=-194280m

つ
る



第 2章 陸奥国分寺跡 第28次調査

層で自然堆積層である。

SD69溝跡 SD68の南側に並行している。

一Nである。上幅綱～50cm、 下幅10～ 20cm、

為  SKiO ドb,om

確認した長さが約2.3mと 短いため方向は明瞭ではないが、概ねE-4°

深さは約20cmで、底面は平坦であるЬ断面形は浅い「U」 字形で、堆

C

」当土師が
72 ドとb20m

Ю
Ｄ６９

1

ち① 6 SK71 1dI化2

SD68

00                 2m

Ｄ６

Ｄ６

　

　

Ｋ７

‐　卜一い謂鵜Ψ・・　‐

ォみ
維
潔一

0                         10Cm 0              10cn

…

層  ll 色   調 性   質 混 入 物 。 そ の 他

10YR夕つ 黒褐色 シリレト

10YR3お 暗褐色 粘土 黒褐色ンル トを斑状に含む

ЮYR22 黒褐色 シル ト 暗褐色粘土粒少量

ЮYR″2 黒褐色 暗褐色粘土を斑状に含む

ЮYRダ3 暗褐色 粘 十 黒褐缶Aur十 を斑状に合む

粘 十資 シル ト 木炭粒微量

10YR3/3 1を IB角 粘上 傷色粘土ブロック多量、もろい

B lσrR3泡  黒褐色 ンルト質粘土 褐色粘土ブロック少よと

C 10YR3A 黒褐色 粘土質シル ト lti色粘土ブロック少量、木炭粒少逼

D 10YRν3 黒褐色 粘土質ンル ト 礫多量、もろし

① 10YR3お  R音禍色 llr土

1 10YR3お 暗褐色 粘土 掲色粘土粒多量

10YR243 黒ネ5缶 粘 十 褐缶粘土粒微量

① ЮYR閉 黒褐色 粘土

② ЮYR盟  黒褐色 粘土 褐色粘土粒微量

第26図  7区西壁、SK70・ 72断面図

登録No 地区 道構 層位 種別・器種 遺存度
法量 (cm)

調整・特徴
真

版

写

図口径 底径 器高

1 D-3 7二・SK72 土師器・ lTN 50 52
ロクロ調整、底部回転糸切り、内而ヘラミガキ・黒色処理、自針

微最、底径/口 径036
‖■0

2 J-1 7区・ カ クラン
青磁 (龍泉窯系).

盤
小片 不明 不 明 見込みに印花文 11-11

登録No 地 ス 遺構・層位 種別 進存度 調整 特徴 色調
員

版

写

図

3 F9 7区  カクラン 軒丸瓦 小片 八葉重弁蓮華文、白針なし、裏面を砥石に転用 磨減 灰

第27図  7区出土遺物

30



Ⅷ 7区 の調査

積土は 1層である。

SK70上坑 調査区北部に位置する。東西23m、 南北09mの楕円形である。深さは65cmで、壁は垂直に近い。底面

は北に向かつて傾斜している。堆積土は黒褐色シル トを主体とした自然堆積層である。堆積上の様相は昨年度 2区

で確認したSK20の ような縄文時代の落とし穴に類似するが年代や性格は確定できなかった。

SK71土坑 調査区北西部に位置する。南北21mの 円形と推定されるが、西半部が調査区外のため詳細は不明であ

る。深さは15～ 20cm、 壁は緩やかで、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層で自然堆積層と推定される。

土師器片が 1点出土している。

SK72土坑 調査区南東部に位笹する。東西06m、 南北.lmの楕円形である。深さは15cm、 壁は緩やかで、底面は

ほぼ平坦である。堆積土は 1層である。

土師器などの破片が約80点、廃棄された状態で確認された。図化できたのはD-3 1TR(第 27図 1)である。

その他の出土遺物

撹乱中から龍泉窯系青磁 」-1盤 (第27図 2)、 F-9軒丸瓦 (第27図 3)な どが出土している。

4.ま とめ
調査区北部で確認されたSD68と SD69は、位置関係からすると6区のSD62・ SD岡溝跡の延長部分である可能性が

考えられたが、上部が削平されており遺存状態が良くなかったため断定はできなかった。 6区の項で述べたように、

SD32と SD62・ 56の関係はそれぞれの規模や断面形が一致しないなどの問題点があることから、今後も検証を重ねて

いく必要がある。

|イ |

:1 待

111=|

lf

SD68・ 69溝跡確認 1犬況

章

トヽ

遺枯・ 1書イ立
土師器 須志器 土師質土器 巫じ

陶器 イはク器 石製鯖I 金属製計I その他
教三 二量 (g) 教 星 三量 (g) 数呈 重呈 (営 ) 教 呈 重星 (g)

SK71 | 4

SK72 74 l 2

I眉、境舌L 53 4 2 13,686 11 l 近 lt瓦 10

言| 128 |,2tl l 4 2 14 167 11 33 0 3 近‖瓦 10

表 9 7区 遺物集計表
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写真図版 4 5区 (2)
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写真図版 9 2・ 4区出土遺物
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写真図版11 6・ 7区出土遺物



第 3章 砂押古墳
1.調 査経過

砂押古墳は仙台市太白区砂押町125-10に あり、仙台駅から南西に約4血に位置している。丘陵の南東斜面にあ

り、南には名取川によって形成された沖積地が広がっている。墳丘部は南側の周溝部より比高差にして 5m程高く

なっている。北側の住宅地の路面からも1.7m程高くなっている。昭和57年に周溝部分を中心に発掘調査が実施され、

周溝が南側に巡っていることが確認された。また埴輪や土器が出土し、古墳の築造年代は 5世紀後半から6世紀前

半と考えられた。

今回の調査は、平成19年 6月 4日付けで、個人住宅建築と切り土を伴う擁壁工事の「埋蔵文化財の取り扱いにつ

いて (協議)」 が提出されたので、確認調査を実施し、その上で必要な保存についての協議を行うとした。なお平

成19年 6月 8日 付けで、同工事に伴う発掘届も提出されたので、同様に確認調査を実施し、その上で必要な保存に

ついての協議を行うとしたものである。

調査は墳丘部と周溝部の確認調査を、平成19年 7月 9日 から8月 10日 まで実施し、墳丘部で発見された箱式石棺

のみの調査を8月 23日 から30日 まで実施した。調査された面積は、2001nである。

2.調査方法と基本層序
今回調査するにあたり、測量調査を実施し現況の平面図を作成した。伐木後の現地を観察すると、墳丘の形態が

西に前方部のある前方後円墳の可能性も考えられた。墳丘の形態と主体部 (埋葬施設)の確認を目的に、墳丘を横

断する調査区 (A、 B、 Cト レンチ)を設定した。

表土は墳丘頂部で 2cmか ら15cm、 周清付近で10cm程 となっている。表土下は古墳の積土、あるいは墳丘の崩壊土、

地山となっている。
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第28図 砂押古墳位置図
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第 3章 砂押古墳

発見された遺構・遺物

墳丘部

墳丘中央部より2基の埋葬施設を発見した。古墳のほぼ中央より板状の石を組んだ「箱式石棺」と、やや南に

寄った地点から河原石を積み上げた「礫棒卜」である。ともに蓋石が失われているため、上部は削平されていると考

えられる。本来は墳丘がもう少し高かったと見られる。埋葬施設の中には遺骸や遺物等は残存していなかった。

箱式石棺は、長さ1.85m、 幅0.Ъ m、 深さ025mあ り、側壁は安山岩を立て、底面は疑灰岩を切石状に加工して敷

いている。極めて丁寧な造作で、底面の切石間の継ぎ目や側壁との間には隙間がないほどである。堆積している土

の大部分は墳丘部に積まれた土が崩落して入り込んだと考えられるが、底面付近に厚さ 1～ 2cm程 の粘上の堆積が

認められた。埋葬に関わるものが粘土化したのか、雨水の流入により粘土質の土が堆積したのかは不明である。底

面付近には赤彩された痕跡が残されていた。副葬した遺物は発見されなかった。

礫彬卜は、長さ3.2m、 幅0.8～ 0,95m、 深さ0,2mあ り、河原石を小口積みという手法で積み上げて石室としている。

箱式石棺と同様に上部は削平されているが、全体としての平面形は良く保たれている。堆積土の観察からは木質の

棺の痕跡などは見られなかった。副葬した遺物も発見されなかった。

両施設とも石材の組み方や墳丘への設置方法についての追加調査が必要である。

墳丘下部で旧表土を検出している。古墳構築時の表土と見られ、標高27.5mか ら努.6mに厚さ0.2～ 04mで観察さ

れる。それより上部の2.8m分は盛られた土であり、それより下部は削り出され成形されていると考えられる。墳丘

上部より埴輸片が出土している。

古墳西側の前方後円墳の前方部のように見られた箇所は、周辺での工事残土が平場状に集積されたものであった。

また調査区 Cト レンチで墳丘裾部となる段差を確認したことから、形状よりこの古墳は円墳と考えられる。

(2)周溝部

昭和57年 に発掘調査されなかった箇所で、幅3,7m、 深さ02mの周溝部を検出した。堆積土中より埴輪片が出土し

ている。周溝は南にのみ存在する可能性もあるが、全周の場合は直径Cmに なると推定される。

4。 まとめ

古墳の形状は円墳であることが明らかになった。周溝底面より墳丘残存上部までの高さは 5m程で、検出された

墳丘裾部から直径25mの墳丘である。周溝との間に幅4.5～ 5mの平場が存在する古墳のようである。出土遺物は埴

輪以外になく、築造された年代をこれまでより絞り込むことは出来なかった。

埋葬施設が 2基ある例は、会津大塚山古墳や遠見塚古墳などで見られる例である。今回のような箱式石棺と礫椰

が存在する例は台町古墳群 (丸森町)で確認されている。周辺の古墳と比較検討すると、東に存在した一塚古墳

(太白区鹿野)では竪穴式石室の中に内部が今Jり 抜かれた石構があり、中から鏡や玉類が出土した。二塚古墳 (同

鹿野)でも遺物は出土していないが、同様の割り抜かれた石棺が出土している。これらから見ると本古墳の箱式石

棺は埋葬施設としてはやや小型化した観がある。また西に存在した裏町古墳 (太白区西多賀)では礫棒卜が発見され、

内部から鏡が出土していた。今回検出した礫樗卜と構造的にはよく似ている。盗掘された痕跡が明瞭な裏町古墳に較

べれば残存状況は良好なものである。

今回の調査では、埋葬施設からの出土遺物がなかったため、年代や埋葬者の階層などを特定することは出来なかっ

た。構造解明のための本調査が必要と考えられる。
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垂早4第 総
1.陸奥国分寺跡
(1}伽藍地南辺の調査

南辺の西部には 1区～ 3区を設定した。 1区は伽藍地の推定南西コーナーに設定したが、全面撹乱のため遺構は

残存していなかった。 2区 と 3区も撹乱を受けている箇所が多く、遺構は部分的に残存するのみであったが、SF45

築地塀跡 (掘 り込み地業跡)と SD l溝跡、土坑などを確認できた。

南辺の東部には、南大門跡の東側に 4区、南大門跡から約70m東側に 5区を設定した。 4区では、第19次調査 (昭

和58年度調査)のSF-1築地塀跡 (SF49築地塀跡に改称 )、 SD-2溝跡 (SD50溝跡と改称)を再検出した。 5区で

は、SF49築地塀跡の他にSB51掘立柱建物跡なども確認している。

SF49は東西方向の掘り込み地業跡と、その上に積まれた築地塀跡からなる。築地塀跡は 4区・ 5区共に遺存状況

は良くなかったが、部分的ながらも築地塀の立ち上がりと考えられる箇所を確認できた。築地塀に係わる施設とし

て、築地塀よりも約30cm外側の概ね対称位置にある柱穴は、築地塀構築の際に堰板を押さえた添柱の柱穴である可

能性が考えられた。部分的に確認できた塀の立ち上がりや、添柱と推定されるピットなどから推定される築地塀の

下端幅は約2.5m(8.5尺)である。掘り込み地業跡は比較的遺存状態のよい 5区西部の状況からすると、幅3.4～ 3.5

mの溝状で、深さは50～ 55cmと考えられた。版築層は褐色粘土ブロックを含んだ暗褐色や黒褐色の粘土が硬く叩き

締められている。

昨年度の第27次調査 1区 と今年度の 2・ 3区において南辺西半部のSFЪ築地塀跡とSD l溝隊、今年度の 4・ 5区に

おいて南辺東部のSF49築地塀跡の位置を確認し、それぞれの座標値を明らかにすることができた。昨年度の 1区内

におけるSF45と SD lの方向は概ねE-6° 一Nであったが、今年度の 2区の調査成果と総合すると、南辺の西部にお

ける方位はE-4°36～ 37′ 一Nである。今年度の 4・ 5区の調査結果による南辺の東部における方位は、E-4° 23′ 一N

であるので、南辺全体が一直線に設計・施工されていると見て問題はないと考えられる。現段階における南辺の方

位についてはE-4° 20～ 40′ 一Nと考えられる。

なお、今回の 4区の調査と平成17年度の南大門跡の調査結果を総合することにより、南辺東部の築地塀跡と南大

門跡との位置関係も明らかとなった (第30図 )。

121 寺地北東部の調査

寺地の北東部では、昨年度の 4区の北側に 6区、 6区の東側約50mに 7区を設定した。主要な目的は、昨年度の

5区で確認した東西方向のSD32溝跡の性格究明である。

SD32の延長線上では、 6区でSD56と SD62、 7区ではSD68。 SD69を確認したが、残存状態が悪く、SD32と の関係

を明らかにすることはできなかった。SD32については今後も検証を重ねていく必要がある。

6区のSB57掘立柱建物跡は、内部の柱穴配置から部分的な建て替えの可能性が考えられたが、撹乱等で確認でき

なかった柱穴もあり、詳細を明らかにすることはできなかった。今後も継続調査が必要であろう。

堅穴住居跡は 3軒確認した。南に隣接する昨年度の 4区でも 3軒確認しているのでこの付近は堅穴住居跡が集中

する区域と考えられる。ただし、昨年度 4区のSI謎は国分寺創建期頃と考えられたが、今年度確認した竪穴住居跡

の遺物には赤焼土器が含まれていることから、年代的には隔たりがある。竪穴住居跡の時期別の分布状況について

も今後の継続調査が必要と考えられる。

2.砂押古墳
砂押古墳の墳形はこれまで明確ではなかったが、今回の調査によって直径25mの 円墳であることが明らかとなっ

た。周溝も含めた直径は40m以上になる可能性もある。埋葬施設は「箱式石棺」と「礫郭」の異なる形式の 2基が
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発見されたが、埋葬施設からの出土遺物がなかったため年代や被葬者の階層などは特定できなかった。今回は部分

的な確認調査に留めたが、墳丘全体を対象とした継続調査が必要と考えられる。
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陸 奥 国 分 寺 跡 寺院跡
奈良～

平安

築地塀跡、溝跡

掘立柱建物跡、

竪穴住居跡

土師器、須恵器、瓦

伽藍地南辺で築地塀

跡、北部で掘立柱建物

跡 と堅穴住居跡を発

見した

砂 押 古 墳 古墳 古墳
箱式石棺

礫郭
埴輪

箱式石棺 と礫郭の 2

種類の埋葬施設を確

認した
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